
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
７
７
回 

 

行
仙
宿
、
竹
林
院
奥
駈
行
の
接
待 

 

◇
実
施
日 

 

７
月
１
１
日
（
金
）
曇
り
後
雨
、
１
２
日
（
土
）
曇 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
阪
口
雄
二
、
松
本
吉
殖
、
西
克
、
藤
原
裕
一
郎
（
日

帰
り
）
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
梶
野
照
雄
、
村
吉
光
夫
（
宿
泊
） 

 
 

 
 

９
名 

竹
林
院
奥
駈
行
； 

 
 

１
１
名 

 

【
７
月
１
１
日
】 

午
前
１
０
時
、
登
山
口
に
集
ま
り
荷
物
満
載
で
登
る
。
水
の
ポ
リ
タ
ン
ク
５
個
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ガ
ス
炊
飯
器
、
夕
食
の
弁
当
な
ど
一
度
で
は
運
び
き

れ
な
い
量
が
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

荷
物
満
載
で 

 
 
 
 
 
 

水
や
弁
当
な
ど 

 
 
 
 
 
 

本
日
の
参
加
者 

小
屋
に
着
い
て
大
江
さ
ん
は
食
器
を
準
備
し
た
り
、
お
湯
を
沸
か
し
た
り
で
忙

し
い
。
水
が
少
し
不
足
す
る
よ
う
な
の
で
、
空
の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
４
個
持
っ
て

登
山
口
ま
で
降
り
た
。
降
り
る
と
同
時
に
竹
林
院
の
バ
ス
が
着
い
て
、
行
者
さ

ん
が
降
り
て
き
た
。
行
仙
岳
か
ら
で
は
な
く
直
接
行
仙
宿
に
登
る
よ
う
だ
。
１

１
人
が
登
り
だ
し
た
の
を
見
届
け
、
ポ
リ
タ
ン
ク
に
水
を
入
れ
て
終
点
に
向
か

っ
た
。
終
点
で
は
村
吉
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
歩
い
て
降
り
た
日
帰
り

組
は
、
途
中
で
竹
林
院
一
行
と
出
会
っ
て
い
る
は
ず
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

水
汲
み
に
降
り
る 

 
 

行
者
さ
ん
に
運
ん
で
も
ら
っ
た 

 
 
 

お
堂
で
勤
行 

終
点
に
置
い
た
ポ
リ
タ
ン
ク
は
閼
伽
行
と
し
て
竹
林
院
の
元
気
な
人
に
小
屋

ま
で
運
ん
で
も
ら
っ
た
。
小
屋
に
着
く
と
お
堂
で
勤
行
。
水
場
の
確
認
に
向
か

っ
た
が
、
初
め
て
の
人
な
ど
４
人
の
行
者
さ
ん
が
一
緒
に
降
り
た
。
水
場
の
底

浚
え
を
し
た
が
、
水
量
は
少
な
く
水
の
確
保
は
難
し
い
状
態
だ
っ
た
。
午
後
６

時
か
ら
夕
食
を
始
め
、
泊
り
の
４
名
も
午
後
７
時
か
ら
管
理
棟
で
夕
食
を
摂
っ

た
。
明
日
の
出
発
時
間
を
確
認
し
、
午
後
８
時
に
発
電
機
を
止
め
て
就
寝
し
た
。

村
吉
、
梶
野
は
小
屋
で
眠
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
大
江
さ
ん
に
言
わ
れ
て
管
理



棟
に
寝
床
を
移
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

気
温
は
２
３
℃ 

 
 
 
 
 

水
場
の
水
流
は
少
な
い 

 
 
 
 
 

夕
食 

 

行
動
タ
イ
ム 

 1
0

：0
0

補
給
路
登
山
口→

1
0

：5
5

行
仙
宿1

2

：5
5
→

1
3

：3
0

補
給
路
登
山
口

→
1
4

：1
5

行
仙
宿→

1
6

：0
0

水
場→
1
6

：3
0

行
仙
宿1

7

：0
0
→
1
7

：3
9

補

給
路
登
山
口→

2
0

：0
0

消
灯 

       

【
７
月
１
２
日
】 

 
 

 
 

 
 

 

 

朝
食
の
準
備 

 
 
 
 
 
 
 
 

朝
食 

 
 
 
 
 
 
 
 

行
者
さ
ん
が
出
発 

午
前
３
時
前
に
目
が
覚
め
た
。
大
江
さ
ん
２
人
は
既
に
起
き
だ
し
て
朝
食
の
準

備
を
始
め
て
い
た
。 

午
前
４
時
、
明
る
く
な
り
始
め
た
頃
に
発
電
機
を
始
動
し
て
小
屋
を
見
に
行
く

と
行
者
さ
ん
た
ち
は
起
床
し
て
着
替
え
を
始
め
て
い
た
。
毛
布
と
枕
を
壇
上
に

集
め
て
い
た
だ
き
、
テ
ー
ブ
ル
を
用
意
す
る
。
午
前
４
時
半
、
配
膳
が
終
わ
り

朝
食
開
始
。
昨
夜
は
ご
飯
や
み
そ
汁
の
お
替
り
が
多
か
っ
た
が
、
早
朝
起
き
て

す
ぐ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
替
り
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
午
前
５
時
、
行
者
さ

ん
た
ち
は
お
堂
で
勤
行
の
後
、
玉
置
山
へ
向
け
て
出
発
さ
れ
た
。
一
行
が
出
発

し
た
後
、
毛
布
を
た
た
み
直
し
て
収
納
、
午
前
７
時
過
ぎ
に
朝
食
を
摂
る
。
使

っ
た
食
器
を
洗
い
、
ご
み
を
回
収
。
午
前
８
時
半
に
下
山
を
始
め
た
。
モ
ノ
レ

ー
ル
に
荷
物
を
積
ん
で
下
山
中
、
第
２
ベ
ン
チ
の
下
方
で
突
然
停
止
し
た
。
伸

び
た
木
が
オ
ー
ト
ス
ト
ッ
パ
ー
に
引
っ
か
か
り
停
止
し
た
よ
う
だ
。
登
り
で
は

問
題
な
い
の
で
、
下
り
だ
け
の
現
象
の
よ
う
だ
。 



 
 

 
 

 
 

 

 

下
山
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

障
害
を
切
除 

 
 
 
 
 
 
 

下
山 

登
山
口
で
大
江
さ
ん
と
別
れ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
積
ん
で
伸
び
た
木
を
切
り
に

登
っ
た
。
登
り
で
は
引
っ
掛
か
る
こ
と
が
無
い
の
で
、
一
旦
終
点
ま
で
行
っ
て

す
ぐ
に
下
っ
た
。
や
は
り
木
に
引
っ
掛
か
っ
て
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
平
坦
な
場
所

な
の
で
５
秒
ほ
ど
で
切
除
完
了
。
す
ぐ
に
登
山
口
に
戻
っ
た
。
登
山
口
で
は
村

吉
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
午
前
１
０
時
前
、
こ
の
後
持
経
宿
ま
で
の
林

道
確
認
に
行
く
と
い
う
村
吉
さ
ん
と
別
れ
て
、
前
鬼
を
目
指
す
。
前
鬼
の
林
道

ゲ
ー
ト
に
付
け
た
「
大
日
岳
行
場
通
行
禁
止
」
の
看
板
を
外
す
た
め
だ
。
午
前

１
１
時
前
、
林
道
ゲ
ー
ト
に
着
く
と
、
看
板
は
無
く
な
っ
て
い
た
。
五
鬼
助
さ

ん
が
外
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 0
3

：0
0

起
床→

0
4

：3
0

朝
食→

0
5

：1
0

行
者
さ
ん
出
発→

0
8

：2
9

下
山
開
始

→
0
9

：1
0

補
給
路
登
山
口→

0
9

：3
4

障
害
木
切
除→

0
9

：4
6

補
給
路
登
山
口 

  


